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〔（社福）童心会の”運動会をする”ことの意味を考える〕
～やる気・げん気・ほん気が生まれた運動会～

令和5年度

E-mail doushinkai@doushinkai.jp     URL   http://doushinkai.jp

私は今日、ある保育園の運動会の練習を見ていて、感動しながら子どもたちに次のようにお話をしました。

今、このような異常気象の中にあって心と体を慣らしながら

「この運動会の練習を通して弱く負けそうになる自分と戦いながら、

幼い時から自分を育ててくれた家族の人たちに成長した姿を見せること」だと伝えました。

彼の有名な童心会語録の中に私の大好きな言葉があります。

子どもたちにとってはあの苛酷な「手賀沼１０Kmウォーク」の中で
子どもたちが唱った”まだまだ行ける、大丈夫！”

という言葉と、サブタイトルに書いた～やる気・げん気・ほん気が生まれた運動会～です。

私がまだ現役の園長時代に、柏さかさい保育園の子どもたちから教えてもらった心意気です。

運動会の練習を通しながら、毎日毎日勝って泣き、負けて泣き、勝って戒（いまし）め、

負けて仲間を奮（ふる）い立たせ勝ちに向かっていった大合戦（タイヤ取りゲーム）を思い出しました。

勝負事はいつも、勝者は敗者を労り励まし、敗者は勝者を讃え称賛する関係を善とされています。

正に潔（いさぎよ）い、清々しい生き方を学びあう場でもあります。

”思いやりと生きる力”とはこのような世界に生きた者たちが身につける生き方だと痛感したものです。

本当に私たち（社福）童心会の運動会は真剣勝負そのものでした。

「思いやりには愛があり、生きる力には実人生を生き抜く力」を育むものだと

この運動会の練習を通して実感したものです。

私たちの日常、毎日毎日の遊びの中に童心会の訓えがあり、

暮らしの中にも人としての生きる心得があり、



それらの一つひとつが学びに繋がる基盤になっていったような気がするのです。

即ち、私たちの日常生活そのもの、遊び、暮らし、学びとは

１） 興味（見て倣い 観せて学ぶ） ３） 好奇心（触れて知って 触って記憶する）

２） 関心（聞いて考え 聴かせて習う）

ことであり、意識を通して認識し、思考する心の動きをいうのです。

私たち（社福）童心会の”運動会をする”ことの意味はここにあるのではないでしょうか？

マザーテレサの「愛の反対にある言葉は無関心」という言葉を思い出しました。

愛のない、心の伴わない関心のない行動は、感情も情動も写すことのできない

味気ない行事になってしまうものなのでしょう。

私たち保育者仲間たちが真剣に取り組んだ勝負の涙の味をお裾分けしてもらいながら、噛み締め、

涙も分け合いながら”運動会をする”意味を考えてきたのです。

私たち（社福）童心会の訓えには、前にも書いたことがありますが、

「一生もんの９つの言葉（nine words）」があります。

〔 ９つの条理 〕

１,学びの基盤 ２,生きる心構え ３,生きる姿勢
１）興味 ４）がんばること（体の力） ７）やる気（意欲）

２）関心 ５）つづけること（学ぶ力） ８）げん気（気力）

３）好奇心 ６）がまんすること（心の力） ９）ほん気（意志）

条理とは物事の道理、筋道のことであり、または道理、物事のそうあるべき筋道、理（ことわり）のことなのです。

私たち（社福）童心会の”運動会をする”ことの意味とは

「人としての生きる姿勢」を見つめながら問い続け、学び続けることなのであります。

７） やる気とは 人間としての意欲 を

８） げん気とは 人間としての気力 を

９） ほん気とは 人間としての意志 を

育み続けることなのでありました。

だから子どもたちは、毎日毎日の本気の練習を通して生まれた言葉が、

次のようになったのだと思いました。

「やる気（意欲）・げん気（気力）・ほん気（意志）が生まれた運動会」

私は今でも、あの柏さかさい保育園で子どもたちと一緒になって戦った”あの運動会”を忘れてはいません‼

令和5年 10月吉日
社会福祉法人童心会

理事長中山勲

※童心会だよりはホームページ上でご覧になれます。
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